
む

る

つ
ぼ

島
根
。大
坪
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
松
江
市
山
代
町

。
大
草
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
一
一
月
１
二
〇
〇
〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
江
市
教
育
委
員
会

・
⑪
松
江
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
江
川
幸
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
条
里
ほ
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―

一
二
世
紀
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
市
道
真
名
井
神
社
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査

対
象
地
は
松
江
市
の
南
東
部
に
あ
た
り
、
茶
臼
山
の
東
南
麓
に
広
が
る
水
田
地

帯
に
位
置
す
る
。
調
査
面
積
は

約
九
四
〇
♂
で
あ
る
。

調
査
地
は
出
雲
国
庁
跡
か
ら

北
西
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
で
、
古

代
山
陰
道
ル
ー
ト
の
最
有
力
候

補
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
構

江

‐
弥
生
土
器
を
多
量
に
含
む
旧

松

河
道
と
、　
三

一世
紀
頃
と
推
察

さ
れ
る
ピ

ッ
ト
の
み
で
、
古
代

山
陰
道
の
痕
跡
を
検
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
調
査
区
中
央
付

近
で
推
積
土
層
の
大
き
な
変
化
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
に
条

里
の
境
界
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

今
回
報
告
す
る
三
点
の
木
簡
は
、
堆
積
土
層
が
変
化
す
る
境
界
の
や
や
北
側

に
あ
た
る
、
沼
地
状
堆
積
土
層
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡

以
外
に
は
板
状
の
木
片
多
数
と
極
小
の
須
恵
器
片

一
点
が
出
土
し
た
が
、
沼
地

状
土
層
の
年
代
を
特
定
で
き
る
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
恐

々

謹

解

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
霊

Ｘ

響

授

∞

目

②

　

又
進
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（υ

Ｘ
Ｏ
江

ｏ留

〔歴
力
Ｘ
年
力
〕

０

　

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

Ｘ
こ

さ

Φ路

ω
は
上
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
左
右
か
ら
段
違
い
に
刃
を
入
れ
て

い
る
た
め
端
部
は

「
一
」
状
を
呈
し
て
い
る
。
下
部
は
欠
損
し
て
お
り
、
裏
面

は
未
調
整
で
あ
る
。
墨
痕
は
肉
太
の
文
字
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
最

初
の
四
文
字
し
か
判
読
で
き
て
い
な
い
。

②
は
上
下
端
を
欠
損
し
て
お
り
、
左
側
は
割
れ
て
い
る
。
墨
痕
は
不
明
瞭
で
、

赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
利
用
し
て
か
ろ
う
じ
て
肉
太
の
二
文
字
が
判
読

で
き
た
。

①
は
上
下
端
を
欠
損
し
て
お
り
、
右
側
は
割
れ
て
い
る
。
墨
痕
は
不
明
瞭
で
、
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赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
利
用
し
て
も
、
文
字
の
判
読
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。な

お
、
本
木
簡
の
判
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
舘
野

和
己
氏

。
渡
辺
晃
宏
氏

・
吉
川
聡
氏
、
関
東
学
院
大
学
の
田
中
史
生
氏
、
島
根

県
立
博
物
館
の
平
石
充
氏
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
熱
田
貴
保

氏
か
ら
ご
教
示
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（江
川
幸
子
）

妾
Ｃ　
ドし
ゅ
　
ンつ

島
根
・喜
時
雨
遺
跡

所
在
地
　
　
　
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
大
字
田
二
穂

調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
七
月
１

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
津
和
野
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
宮
田
健

一

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
半
―

一
八
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

喜
時
雨
遺
跡
は
津
和
野
城
の
西
麓
、
中
世
津
和
野
城
の
大
手
国
が
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
地
区
に
あ
る
。
遺
跡
の
主
体
は
中
世
武
士
国
の
集
落
跡
と
考

7654321

え
ら
れ
、
こ
の
地
域
の
領
主
と

な
る
吉
見
氏
が
津
和
野
城
周
辺

に
館
を
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
嘉
暦
二
年

（
〓
≡

一七
）

以
降
の
遺
構
と
、
そ
れ
以
前
の

在
地
領
主
層
に
よ
る
遺
構
の
大

野
　

く
二
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

脚
相跡坤熱虐幹聯膨嚇］卿柱　・９９




